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四 

人
事
院
は
か
ね
て
よ
り
、
「
疑
惑
の
あ
る
職
員
の
辞
職
を
直
ち
に
承
認
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
各
省
の
人
事
担
当
者
に
指 

導
し
て
き
た
と
聞
く
。
今
回
の
岡
光
前
事
務
次
官
の
退
職
願
い
を
受
理
す
る
に
あ
た
っ
て
、
厚
生
省
の
人
事
担
当
者
は
、
こ 

今
般
の
厚
生
省
不
祥
事
に
対
し
て
、
処
分
が
十
二
月
十
六
日
に
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
公
務
員
の
身
分
に
関
す
る
処
分

は
、
公
正
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

三 

厚
生
大
臣
は
岡
光
前
事
務
次
官
の
辞
表
を
受
理
し
た
の
は
、
厚
生
行
政
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
の
「
政
治
判
断
」
だ
と
述

べ
て
い
る
が
、
公
務
員
の
身
分
に
関
す
る
行
政
処
分
が
、
政
治
判
断
で
な
さ
れ
て
も
良
い
の
か
。 

一 

国
家
公
務
員
法
第
七
十
四
条
第
一
項
で
は
、
「
す
べ
て
職
員
の
分
限
、
懲
戒
及
び
保
障
に
つ
い
て
は
、
公
正
で
な
け
れ
ば 

 

な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
処
分
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
る
と
き
、
「
公
正
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と 

 

の
趣
旨
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

二 

今
回
の
処
分
は
「
公
正
」
で
あ
る
か
。
特
に
岡
光
前
事
務
次
官
が
「
依
願
退
職
」
、
和
田
前
審
議
官
が
「
懲
戒
免
職
」
と 

 
 

 

さ
れ
て
い
る
の
は
、
公
正
で
あ
る
と
い
え
る
か
。 

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。 
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四 

の
人
事
院
の
指
導
に
つ
い
て
、
厚
生
大
臣
に
説
明
し
た
の
か
。
厚
生
大
臣
は
、
そ
の
説
明
を
聞
い
た
の
ち
に
、
辞
表
の
受
理

を
決
定
し
た
の
か
。 

五 

行
政
処
分
は
、
後
に
な
っ
て
重
大
な
瑕
疵
が
発
見
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
処
分
を
取
り
消
す
こ
と
が
可
能
と
さ

れ
る
が
、
そ
の
通
り
か
。
今
回
の
岡
光
前
事
務
次
官
の
処
遇
に
つ
い
て
、
再
考
し
、
辞
職
の
承
認
処
分
を
取
り
消
し
て
、
重

い
処
分
を
課
す
こ
と
も
で
き
る
の
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
今
後
政
府
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
考
え
か
。 

右
質
問
す
る
。 


